Wide-awake腱再建手術により観察しえた断裂筋腱の随意性自動収縮 by 頭川 峰志
ずかわ みねゆき 
氏 名  頭川 峰志 
学 位 の 種 類  博士（医学） 
学 位 記 番 号  富医薬博乙第 78号 
学位授与年月日 令和２年 12月 23日 
学位授与の要件  富山大学学位規則第３条第４項該当 
学位論文題目 
論文審査委員  
（主査） 教 授 山崎 光章 
（副査） 教 授 一條 裕之 
（副査） 教 授 田村 了以 
（副査） 教 授 黒田  敏 
 （紹介教員）   教 授 川口 善治 
Active voluntary contraction of the ruptured muscle tendon 




論  文  要  旨 
論 文 題 目 
Wide-awake腱再建手術により観察しえた断裂筋腱の随意性自動収縮 
Active voluntary contraction of the ruptured muscle tendon during the wide-awake 
tendon reconstruction 
 氏 名 頭川 峰志 































の相関と断裂から再建までの期間の関係を調査した。断裂筋腱の平均PDDは17.9 ± 5.2 mm, 







筋腱を用いた腱移行術を行った。術前、術中、最終時の自動可動域健側比（% of total active m
ovevent、以下%TAM）、術前と最終時の上肢の患者立脚型機能評価簡易質問票（quick score of 
the Disability of the Arm, Shoulder and Hand、以下q-DASH score）にて成績を評価し、二群を
比較した。長母指屈筋腱陳旧性腱断裂例では、断裂した長母指屈筋腱はPDD 15.4 ± 5.1 mm、
ACD 15.2 ± 9.9 mmであり、腱移行のドナーである浅指屈筋腱はPDD 21.5 ± 5.6 mm、ACD 2
2.6 ± 6.8 mmであり、ともにPDDとACD はほぼ同じ長さであった。動力源が十分であると判
断し腱移植術を行った症例は4例であり、腱移行術を行った症例は7例であった。術前、術中、
および、最終の健常側に対する母指関節可動域の比率（%TAM）は腱移植術でそれぞれ40.4 ± 
14.3%、86.7 ± 15.4%、80.8 ± 10.3%であり、腱移行術で43.2 ± 13.1%、93.2 ± 12.4%、84.3 ± 
12.7%であった。自動収縮距離を評価して行った2つの術式の最終可動域に有意差は見られず（p
 = 0.65) 、両群ともに過去の腱移植術・腱移行術の成績の報告と比較し遜色のない良好な成績
であった。また、最終%TAMは平均 86%でありWide-awake surgeryでのみ測定できる術中%TA
Mの平均 90%より低下していることが明らかとなった。q-DASH scoreの術前術後の変化は腱移
行術が32.2から16.3、腱移植術が 16.2 から6.0 であり、二群間に有意差は見られなかった(p = 
0.10)。 
〔総括〕 
Wide-awake surgeryでは、これまでに報告のない手術中の自動運動の即時的評価と、筋腱の
自動収縮距離の測定が可能であった。ヒトの随意で測定した筋腱の自動収縮距離は、筋
腱の他動伸長距離と正の相関を示し、ほぼ同様の距離であった。一方で、自動収縮距
離と断裂期間とは相関しなかった。従って、筋腱の自動収縮距離は断裂して時間の経
過した筋腱を再建する際に筋の変性や拘縮、新鮮なドナーの筋腱の機能を評価しうる
最も重要な指標になりうると考えられた。この筋腱の自動収縮距離を評価して術式を選
択した腱移行術と腱移植術の臨床成績はともに良好であった。このことから術中にこれら
の測定値を術式選択の指標とすることで適切な動力源を得ることができたものと考えられ
る。また、手術中に手の動きを即時的に評価できるため、患者と術者の双方にとって安心
な方法であった。以上よりWide-awake surgeryは臨床上の一手技として有用であり、さらに
、ヒトにおいて生体で筋腱を評価できる研究手法としても有用であると考えられた。 


